
 〔二級ガソリン自動車 エンジン編〕 

 

奥付：第二版から第三版で変更した箇所 (平成 31 年 3 月) 

頁 箇 所 内 容 

7 

下から 8 行目、7 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更) 

 

8 行目・・・ で走行する電気自動車(EV：Electric Vehicelle)や～ 
 

7 行目・・・ る燃料電池自動車(FCV：Fuel Cell Vehicelle)など～ 

12 

頁最下部 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更及び網掛け部分

を追加) 

(注)標準状態は、JIS BD 80031001 にて、標準大気圧 100 ㎪温度 25℃、大気温度 25℃、相

対湿度 30％標準乾燥大気圧力 99 ㎪と規定されている。 

17 
下から 11 行目 

(傍線部分を削除) 

 

・ EGR(Exhaust
エキゾースト

 Gas
ガ ス

 Recirculataion：排気ガス再循環)装置や可変バルブ機構を～ 

55 

下から 12 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更) 

開閉を行っている。また、サービス・ポート・と開閉 

図 5-9 

図中の『サービス・ポート・バルブ』を『開閉バルブ』に名称変更及び『サービス・ポート』

の名称を追加 

(変更後)                 (変更前) 

       

下から 1 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更) 

様にサービス・ポート・と開閉バルブが設けられている。 

図 5-10 

図中の『サービス・ポート・バルブ』を『開閉バルブ』に名称変更及び『サービス・ポート』

の名称を追加 

(変更後)                 (変更前) 

     

62 

下から 2 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更) 

ECU からの信号により、エンジン負荷回転速度に応じてインテーク・マニホールドを～ 

78 

下から 11 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更) 

バッテリ・テスタには、電流を流してバッテリに負荷を掛けて測定するものと～ 

フューエル ビークル セル 

エレクトリック ビークル 

リサーキュレーション 



 

頁 箇 所 内 容 

89 

上から 11～13 行目 

(網掛け部分を追加及

び傍線部分を削除) 

の電流が流れ出ていく端子を B(バッテリのプラス側)端子(バッテリ側の意味)、電流が戻っ

てくる端子を E(アース側)端子(アース側の端子)といい、第一相、第二相、 

94 図Ⅳ-16 

図中の磁束の向き(矢印)を変更 

(変更後)                 (変更前) 

     

107 

下から 13～12 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更及び網掛け部分

を追加 

(R1)の温度をと温度補償抵抗体(R2)の温度とを常に同じ一定の温度差に保つように、～ 

120 

下から 16 行目 

(傍線部分を削除及び

傍線部分を削除し、網

掛け部分のように変

更) 

エンジンの始動時に、直後のエンジン冷却水温度に応じて噴射量を 

下から 14 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更) 

増量比は、図 8-40 のように始動時直後のエンジン冷却水温度によ 

128 

下から 8 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更) 

オートマティック・トランスミッションのシフトセレクト・レバーを切り替えたとき、～ 

145 図 10-3 

図中に点検箇所を追加 

(変更後)                 (変更前) 

        

146 

下から 15～14 行目 

(傍線部分を削除) 
ション・コイルのコネクタを外し、点火確認信号のハーネスの導通点検～ 

図 10-5 

図中に点検箇所を追加 

 (変更後)                 (変更前) 

     



 

頁 箇 所 内 容 

146 図 10-7 

図中に点検箇所を追加 

 (変更後)                 (変更前) 

    

147 図 10-11(2) 

図中に点検箇所を追加 

 (変更後)                 (変更前) 

     

148 

上から 6 行目 

(網掛け部分を追加) 
外部診断器(スキャン・ツール)のデータ・モニタでエンジン冷却水温度を読み取り、～ 

図 10-13 

図中に点検箇所を追加 

(変更後)                 (変更前) 

       

149 図 10-16 

図中に点検箇所を追加 

(変更後)                 (変更前) 

       

153 

上から 8 行目 

(網掛け部分を追加) 
部品や電子制御部品はますます複雑化する傾向にあるので、～ 

上から 17 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更) 

電子制御化された自動車の故障原因の探究には自己診断装置機能の活用が不可欠であり、

この自己診断装置機能 



 

頁 箇 所 内 容 

153 

下から 18 行目 

(傍線部分を削除し、

網掛け部分のように

変更) 

いくことが求められている。また、自己診断装置機能の活用には、～ 

154 赤線部分を追加 

 

 



〔二級ガソリン自動車 エンジン編〕 

 

奥付：初版から第二版で変更した箇所 (平成 28 年 4 月) 

頁 箇 所 内 容 

11 

上から 4 行～5行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

 作動ガスがピストンに与えた仕事量を図示仕事といい、その仕事量を熱量に換算したもの

と、供給した熱量との割合動力を図示仕事率という。 

12 

頁最下部 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

(注) 標準状態とは、外気温 20℃、大気圧力 1,013hPa、湿度 20％である JIS B 8003 にて、

大気圧 100kPa、大気温度 25℃、相対湿度 30％と規定されている。 

33 

下から 2 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

圧でプランジャを介してテンショナ・アームを押し、適正なベルトチェーン張力を与えてい

る。また、テンショナ 

38 

下から 4 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

リック・シャフト 1回転でスプロケット・ギヤ 1 歯分余計に回転するための回転角度差が生

じる。また、図 2-39に示すプラネタリ・ギヤ(小)  

下から 2 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

数が少ないため、作動する角度は小さ大きくなる。～ 

図 2-40 

図中の『90°回転」『180°回転』『270°回転』における  部分の位置を変更 

(変更後) 

 

 

(変更前) 

 

 

49 図 4-6 図中の『モータ回転バルス信号』を『モータ回転パルス信号』に変更 



 

頁 箇 所 内 容 

75 図Ⅱ-2 

図中の縦軸の数字を変更 

(変更後)                  (変更前) 

      

93 
下から 2 行目 

(網掛け部分を追加) 
充電受け入れ性及び耐久性が良い専用のバッテリが必要となる。 

94 
上から 12 行目 

(網掛け部分を追加) 
充電受け入れ性が変化してしまう。そのため、バッ 

113 図 8-22 図中の『クランク・アンングル』を『クランク・アングル』に変更 

118 図 8-38 

図中のトランジスタ(Tr)の数字を変更 

(変更後)                 (変更前) 

    

122 

上から 1 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

○ニ○g  電圧補正時間 

図 8-44 

図中の名称を変更 

(変更後)                 (変更前) 

     



 

頁 箇 所 内 容 

122 

上から 4～5 行目 

(傍線部分を削除し，

網掛け部分のように

変更) 

のように作動遅れがある。この作動遅れの時間が電圧補正無効噴射時間で、バッテリ電圧の

影響を受ける。 

上から 13 行目 

(傍線部分を削除) 
には長くする必要がある。これが電圧補正で電圧補 

図 8-45 図中の『電圧補正時間』を『電圧補正』に変更 

129 図 8-61 

図中に『吸気温センサ』を追加 

(変更後)                 (変更前) 

      

133 
上から 5 行目 

(網掛け部分を追加) 
内蔵されたイグナイタに点火指示信号を送ると共に、 

142 図 10-1-(1) 
図中(2 箇所)の『ダイアグノーシス・コード入力』を『ダイアグノーシス・コード出力』に

変更 

143 図 10-1-(2) 
図中(1 箇所)の『ダイアグノーシス・コード入力』を『ダイアグノーシス・コード出力』に

変更 

144 図 10-1-(3) 
図中(2 箇所)の『ダイアグノーシス・コード入力』を『ダイアグノーシス・コード出力』に

変更 

147 図 10-10 

図中の『○Ω』を『○V 』に変更 

(変更後)                 (変更前) 
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